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構築後４０年が経過した橋梁の耐震補強工事

・支承取替工 ⇒ 36箇所

・炭素繊維巻き立て工

⇒ 約3,600m2

・落橋防止装置工

⇒ 56本

・各工種ブラケット

⇒ N=１４８

（本発表箇所）

主たる工種

工 事 概 要



課 題

桁下空間が狭い（約60cm）

重量が重い（約1t）

⇒ 取扱いが困難

足場に仮置きが出来ない

⇒ 足場の補強が必要

数ミリの調整が必要

⇒ 指詰め等のリスク大

⇒ クレーン使用がNG

リフター架設（作業床がCON）

クレーン架設（桁下空間大）



改善提案

先輩から伝わる技術
チェーンブロックを使用した

「けんかとり」
を応用したブラケット設置

※「けんかとり」とは？
２台のチェーンブロックを１台は引張り、1台は緩
めることで吊り荷を左右に移動させる方法



改 善 提 案 （施 工 イ メ ー ジ）



改 善 提 案

①吊上げ

引込み用

②引込み

回転用

③回転

設置用



改 善 提 案

荷重はM24ボルトの

せん断にもたせる

（安全率４倍以上）

ワイヤーサグ止め



改 善 提 案

吊り上げ状況 引き込み・回転状況

※作業中の安全対策としてアンカーの抜けが

ないか監視員を配置



改 善 提 案

設置状況 設置完了



①クレーンを使用しないことで大幅なコ
スト削減ができた

②容易にミリ単位の調整が可能になり
・指詰め等の事故リスクが減少
・設置時間が短く工程短縮に寄与
された。

得 ら れ た 効 果

【副次効果】 クレーンを使用しないことで
CO2排出を「0」にできた



今 後 の 課 題

DX等を用いた新たな技術
先輩から受け継いだ技術

「技術の融合」そして「技術の伝承」
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